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埼玉県春日部市にある首都圏外郭放水路は総工費２，３００億円、水害対策拠点として整備さ
れた防災地下神殿で世界最大の地下放水路です。春日部市周辺の中小河川が洪水となった時に水
を貯留し江戸川に排水します。この施設は地下河川であると同時に巨大な洪水調節池としての機
能もあり、洪水が減少するなど地域防災に大きな効果をあげています。

実施日：令和５年１１月１４日～１５日
研修先：○埼玉県春日部市　　　　　　　　　　○栃木県宇都宮市
　　　　　首都圏外郭放水路（防災地下神殿）　　　宇都宮美術館
　　　　○栃木県宇都宮市　　　　　　　　　　　栃木県総合運動公園東エリア運動施設（日環アリーナ）
　　　　　栃木県立博物館　　　　　　　　　　　宇都宮駐屯地防衛資料館

委
員
会
行
政
視
察

行 政 視 察

総務文教常任委員会

１１月１５日　宇都宮美術館・日環アリーナ

１１月１４日　首都圏外郭放水路（防災地下神殿）

宇都宮美術館は国内外、また、
宇都宮市にゆかりの作品を収集、
公開しております。館内は広々と
ゆったりした空間となっており、
作品の展示方法や案内表示などに
遊び心が感じられ、幅広い年齢層
の方々が来館されていました。

日環アリーナは栃木県で初のＰ
ＦＩの導入施設であり、民間資金
と経営能力等を活用し、公共事業
を実施する手法を取り入れていま
す。施設内には、メインアリーナ、
サブアリーナ、屋内水泳場、トレ
ーニング室等が整備され、器具も
充実し、プロスポーツをはじめ、
幅広く利用されているようです。

代表質問をいたしました。　（Ｐ５～Ｐ６に掲載）
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委
員
会
行
政
視
察

行 政 視 察

実施日：令和５年１０月２４日～２５日
研修先：○埼玉県庁（企画財政部計画調整課）	 ○東京都中央卸売市場（大田市場）
　　　　　ＳＤＧｓ推進事業	 　かすみ草の競り売り
　　　　○埼玉県春日部市
　　　　　首都圏外郭放水路（防災地下神殿）

産業厚生常任委員会

１０月２５日　東京都中央卸売市場（大田市場）

１０月２４日　ＳＤＧｓ未来都市 埼玉県庁・首都圏外郭放水路
埼玉県は大野知事のリーダーシップによりＳＤＧｓ

推進事業に早くから取り組み、令和２年度には国より
「ＳＤＧｓ未来都市」の認定を受けました。官民連携
の体制を整え、公園のため池清掃やリサイクル資源の
回収イベントなどの開催、企業協賛による金融商品の
販売、埼玉県公式スマートフォンアプリの活用などを
通し、県民全体の意識醸成を図っていました。

「昭和かすみ草の競り売り」を運営している「株式会社フラワーオークションジャパン」では、
新型コロナウイルス感染症対策と合わせてデジタル化を進め、在宅でも競り売りに参加できるよ
うな体制になっています。その結果、海外の購入者も増加し始めたとのことでした。

花きについても鮮度が大切であり、デジタル機材の活用はスピードアップにつながり、成果を
上げているようです。

また生産地域との運輸について、時間外労働の上限規制の猶予が今年度で終了するため、労働
に係る問題を今後、どう解決していくのかが課題となっています。

埼玉県議会議事堂（議場）は大理石を使用して建築さ
れており、傍聴席にはヘルメットが設置してある。

埼玉県春日部市の首都圏外郭放水路（防災地下神
殿）も見学しました。

今回の視察研修を元に各委員会で
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議 案 審 議

１２月定例会審議議案　－主な議案－

令和５年第４回定例会が、１２月６日から８日までの３日間の会期で行われました。
今回の定例会では、専決処分の承認、条例の制定及び改正、補正予算など２７議案を審議し、
原案どおり決定したほか、１件の委員会付託案件報告が行われました。

●1２月定例会後の令和５年度予算
12月補正後 補正額

一 般 会 計 45億3,695万2千円 9,141万1千円

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 580万　 円 －

国
保

事業勘定 4億9,309万5千円 93万3千円

施設勘定 6,329万2千円 38万4千円

後 期 高 齢 5,709万4千円 20万7千円

介 護 保 険 6億  248万9千円 246万　 円

簡 易 水 道 3億1,870万　 円 12万9千円

町営スキー場 800万　 円 －

農業集落排水 9,777万7千円 85万9千円

下 水 道 8,699万4千円 199万4千円

簡 易 排 水 693万　 円 －

林業集落排水 738万7千円 －

合　　計 62億8,451万　 円 9,837万7千円

柳津町犯罪被害者等支援条例の制定
犯罪被害者等基本法に基づき、町、町民及び事業者の責務を明らかにし犯罪被害者等支援の基本とな

る事項を定める条例の制定を可決。

柳津町会津柳津駅舎情報発信交流施設条例の制定
町及び奥会津地域の観光情報や自然公園情報の発信、地場産品の振興、交流人口の創出による地域活

性化を図るための会津柳津駅舎情報発信交流施設条例の制定を可決。

柳津町簡易水道事業の設置等に関す
る条例・柳津町下水道事業の設置等
に関する条例の制定

柳津町簡易水道基金の設置、管理及
び処分に関する条例の一部を改正す
る条例　他４件

令和６年度より町簡易水道事業特別会計や農業集落排水事業特別会計、下水道事業特別会計などが公
営企業会計に移行するため、関係条例の制定及び改正を可決。

令和５年度
柳津町一般会計補正予算

歳入歳出それぞれ１６，３４３千円を追
加し、総額４４億６，６３１万円とする補
正予算を可決。
《主な内容》
・会津柳津駅舎改修工事に要する経費の増額
 １３，７２０千円
・町道消雪・除雪機械の修繕費の増額
 １１，３１５千円

【追加議案】
条例の一部改正４件、令和５年
度柳津町一般会計補正予算、他
６の会計予算
《主な内容》
・ 人事院勧告による期末手当等の改正に伴

い、関係条例を改正する条例を可決。
・ 期末手当等の条例改正に伴う人件費の増

額など。
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代 表 質 問

○柳津町の防災体制について

Q
只
見
川
は
台
風
や
大
雨
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
発
生

さ
せ
る
た
め
、
次
の
２
点
を
伺

う
。

①
只
見
川
圏
域
河
川
整
備
計
画
等

に
よ
る
洪
水
等
発
生
防
止
、
軽
減

事
業
の
進
捗
と
今
後
の
方
向
性
や

考
え
方
。

②
水
害
、
水
難
発
生
時
の
町
消
防

と
の
連
携
協
力
体
制
の
強
化
策
。

A
（
町
長
）
①
福
島
県
、
群

馬
県
及
び
新
潟
県
で
策
定

し
た
只
見
川
圏
域
河
川
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
異
常
気
象
に
対
応
で

き
る
よ
う
調
査
研
究
を
進
め
、
護

岸
工
事
、
浚
渫
工
事
等
を
県
営
事

業
に
よ
り
進
め
て
い
る
。
町
管
理

河
川
で
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
地
区

要
望
等
に
よ
り
、
水
路
修
繕
や
堆

積
土
砂
撤
去
等
を
実
施
し
、
災
害

発
生
抑
止
、被
害
軽
減
に
努
め
る
。

②
町
地
域
防
災
計
画
に
よ
り
町
消

防
団
が
水
防
団
と
し
て
活
動
す

る
。
事
前
警
戒
や
住
民
の
避
難
誘

導
、
土
の
う
設
置
や
土
砂
撤
去
等

を
行
う
。
只
見
川
の
水
位
上
昇
に

は
、
町
職
員
と
連
携
し
、
排
水
ポ

ン
プ
の
設
置
、
操
作
を
行
い
、
内

水
氾
濫
に
対
応
す
る
。

Q
只
見
川
細
八
地
区
工
事
の

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
河
川
の
幅

を
広
げ
る
河
道
掘
削
工
事

を
行
っ
て
お
り
、
洪
水
時
に
は
柳

津
地
区
の
水
位
を
70
セ
ン
チ
下
げ

る
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

Q
銀
山
川
護
岸
工
事
は
、
堤

防
の
か
さ
上
げ
、
宅
地
の

か
さ
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
た
と

思
う
が
、
住
民
と
の
合
意
形
成
や

河
川
整
備
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
く
の
か
、
町
の
関
わ
り
に
つ
い

て
も
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
完
成
ま
た

は
工
事
区
間
は
、
住
民
の

了
解
を
い
た
だ
き
、
堤
防
の
か
さ

上
げ
を
し
た
。
町
は
住
民
の
立
場

で
パ
イ
プ
役
と
な
り
、
合
意
形
成

を
一
緒
に
努
め
て
い
く
。

Q
堤
防
か
さ
上
げ
に
よ
り
、

よ
り
多
く
の
水
量
を
銀
山

川
で
た
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
今

ま
で
よ
り
広
範
囲
で
の
洪
水
を
想

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
景
観

の
問
題
も
懸
念
さ
れ
、
一
日
も
早

く
説
明
会
等
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
が
い
か
が
か
。

A
（
建
設
課
長
）
少
し
で
も

進
捗
す
る
よ
う
若
松
建
設

事
務
所
に
伝
え
、
説
明
し
て
い
け

る
よ
う
努
め
る
。

Q
平
成
30
年
の
一
般
質
問

で
、
寺
家
町
、
諏
訪
町
で

の
住
宅
の
地
盤
沈
下
に
つ
い
て
質

問
し
た
と
こ
ろ
、
今
回
の
護
岸
工

事
と
別
に
町
で
も
進
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
答
弁
を
い

た
だ
い
た
が
、
現
在
、
ど
の
よ
う

な
調
査
が
考
え
ら
れ
る
か
。

A
（
総
務
課
長
）
地
質
調
査

に
よ
り
、
地
中
が
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
調
査
し
た

り
、
昔
の
測
量
デ
ー
タ
等
が
あ
れ

ば
参
考
に
す
る
な
ど
考
え
ら
れ

る
。Q

河
川
工
事
と
は
別
に
寺
家

町
地
内
の
状
況
把
握
と
い

う
こ
と
で
事
業
を
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
が
い
か
が
か
。

A
（
町
長
）
県
で
実
施
し
て

い
る
と
聞
い
て
お
り
、
現

時
点
で
町
単
独
の
調
査
は
考
え
て

い
な
い
が
、
ま
ち
づ
く
り
で
地
盤

沈
下
等
を
全
て
解
決
す
る
の
は
難

し
い
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能

性
を
探
っ
て
い
く
。

Q
銀
山
川
の
洪
水
は
バ
ッ
グ

ウ
ォ
ー
タ
ー
現
象
、
内
水

氾
濫
の
両
面
が
発
生
し
、
特
に
寺

家
町
地
内
は
排
水
ポ
ン
プ
だ
け
の

対
応
は
地
形
的
、
水
利
的
に
難
し

い
と
思
わ
れ
る
が
い
か
が
か
。

A
（
総
務
課
長
）
内
水
氾
濫

の
場
合
、
排
水
ポ
ン
プ
で

は
水
位
が
変
わ
ら
な
い
と
思
わ

れ
、
地
盤
高
よ
り
低
い
時
点
で
使

用
す
る
し
か
な
い
。
護
岸
工
事
が

完
全
に
完
了
し
た
後
、
内
水
だ
け

の
排
水
な
ら
ば
、
排
水
ポ
ン
プ
等

も
有
効
と
考
え
る
。
氾
濫
前
に
ダ

ム
管
理
事
務
所
に
水
位
調
整
を
要

請
す
る
こ
と
や
排
水
ポ
ン
プ
の
設

置
と
と
も
に
、
避
難
を
最
優
先
に

し
て
い
く
。

Q
避
難
と
い
う
場
合
に
は
、

ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド
面
の

両
面
の
対
策
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
ハ
ー
ド
面
と
し
て
可
能
と
思

わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
例
え
ば
、

民
家
を
守
る
た
め
、
止
水

板
の
よ
う
な
も
の
も
方
法
の
１
つ

と
考
え
る
。

Q
河
川
で
の
船
舶
に
よ
る
救

助
、
捜
索
を
強
化
す
る
た

め
、
消
防
団
員
へ
船
舶
免
許
等
取

得
補
助
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

実
績
と
今
後
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
資
格
取
得

者
は
消
防
団
員
８
名
、
町

職
員
５
名
と
な
っ
て
お
り
、
第
１

と
第
３
分
団
員
の
資
格
取
得
と
更

新
費
用
に
つ
い
て
予
算
化
を
し
て

い
る
。
今
後
も
継
続
し
て
支
援
し

て
い
く
。

総務文教常任委員会　委員長　磯目泰彦議員
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A
（
町
長
）
企
業
、
個
人
の

皆
さ
ん
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

重
要
性
を
説
き
、
促
し
て
い
く
。

Q
昭
和
か
す
み
草
出
荷
先
の

株
式
会
社
フ
ラ
ワ
ー
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
関
係
者
は
、

働
き
方
改
革
法
案
に
よ
る
物
流
運

送
業
界
の
２
０
２
４
年
問
題
で
、

長
距
離
輸
送
が
困
難
に
な
る
こ
と

を
懸
念
し
て
い
た
が
影
響
の
有
無

に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
奥
会
津
４
町
村

と
県
、
Ｊ
Ａ
で
構
成
さ
れ

る
昭
和
村
農
林
水
産
物
集
出
荷
貯

蔵
施
設
運
営
協
議
会
で
は
、
出
荷

者
に
も
影
響
が
出
る
と
予
想
し
て

い
る
。
現
在
、
協
議
会
と
物
流
業

者
間
で
次
年
度
の
輸
送
に
関
す
る

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

Q
株
式
会
社
フ
ラ
ワ
ー
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ
ン
関
係

者
は
、
昭
和
か
す
み
草
は
農
家
が

柔
軟
に
対
応
し
、
品
質
も
よ
く
、

需
要
は
益
々
あ
る
と
言
っ
て
い

る
。
昭
和
村
で
は
、
生
産
者
の
高

齢
化
対
策
と
し
て
、
移
住
者
が
生

産
を
担
っ
て
い
る
。
当
町
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
県
農

業
普
及
所
や
会
津
地
方
新

規
就
農
者
等
連
絡
協
議
会
、
昭
和

か
す
み
草
振
興
協
議
会
と
連
携
し

代 表 質 問

Q
県
総
合
計
画
で
は
「
み
ん

な
で
創
り
上
げ
る
ふ
く
し

ま
の
将
来
の
姿
」
を
掲
げ
「
世
界

共
通
言
語
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
描

く
」
と
し
た
。
当
町
も
２
０
２
１

年
12
月
17
日
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
日
本
モ

デ
ル
宣
言
に
賛
同
し
た
が
、
普
及

促
進
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。A

（
町
長
）
人
口
減
少
、
地

球
温
暖
化
等
の
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、
第
６
次
町
振
興
計

画
に
町
民
と
行
政
に
よ
る
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
明
示

し
、
25
の
基
本
施
策
を
実
施
し
て

い
く
中
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
促
進

を
図
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
２
削
減
、

家
庭
で
で
き
る
省
エ
ネ
啓
発
ポ
ス

タ
ー
の
配
布
、
古
着
回
収
ボ
ッ
ク

ス
の
設
置
、
小
型
家
電
の
回
収
、

地
球
温
暖
化
の
勉
強
会
開
催
な

ど
、
多
様
な
取
り
組
み
事
例
が
あ

る
。Q

県
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
普
及
の

た
め
、
企
業
、
団
体
、
教

育
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
対
象
に

「
ふ
く
し
ま
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
会

員
を
募
集
し
て
い
る
が
、
当
町
の

状
況
と
今
後
の
Ｐ
Ｒ
等
に
つ
い
て

伺
う
。

A
（
町
長
）
当
町
は
令
和
４

年
６
月
に
入
会
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
日
本
モ
デ
ル
宣
言
に
も
賛
同

し
、
国
県
や
企
業
等
と
連
携
し

て
、
地
域
課
題
解
決
と
町
活
性
化

を
目
指
し
て
い
る
。
町
民
に
も
分

か
り
や
す
く
発
信
し
、
民
間
の
技

術
等
を
活
用
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
。

Q
県
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
に
は
現
在
、
県

内
の
事
業
所
、
学
校
等
で
３
５
８

団
体
が
登
録
し
て
い
る
。
柳
津
町

で
は
町
役
場
だ
け
だ
が
、
本
当
に

普
及
促
進
を
図
っ
て
い
る
の
か
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
町

民
対
象
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
普
及

促
進
に
努
め
、
ご
み
の
削
減
等
を

行
っ
て
い
る
が
、
企
業
、
団
体
等

を
巻
き
込
ん
で
、
よ
り
有
効
な
取

り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Q
学
校
や
教
育
委
員
会
の
県

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
へ
の
参
加
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
教
育
長
）
現
在
、
情
報

教
育
や
地
域
に
関
す
る
学

習
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
、
す
ぐ
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

に
登
録
す
る
こ
と
は
考
え
て
な

い
。Q

県
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
参
加
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

〇ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の
� 普及促進について
〇昭和かすみ草について

担
い
手
の
確
保
・
育
成
に
努
め
、

就
農
者
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い

る
。
本
年
度
も
３
名
、
国
の
農
業

次
世
代
人
材
投
資
事
業
を
活
用
し

就
農
し
た
。
町
は
機
械
類
や
ハ
ウ

ス
等
の
購
入
費
用
の
助
成
を
継
続

し
て
い
く
。

Q
か
す
み
草
就
農
移
住
者
用

の
建
物
が
昭
和
村
で
は
不

足
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
柳
津
町

で
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
住
居

に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ

ろ
、
就
農
者
個
人
で
見
つ
け
て
い

る
。
今
後
、
生
産
者
が
増
え
て
い

く
場
合
は
、
空
き
家
の
活
用
が
必

須
で
あ
り
、
移
住
の
担
当
課
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

産業厚生常任委員会　副委員長　新井田順一議員

※「SDGs」…2015年9月の国連サミットで採択された国際指標。人類と地球の繁栄のための行動計画である。
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〇住み続けたい町づくりに対する
� 考え方について
〇異常天候（高温障害）等による
� 農業経営のひっ迫について

Q
少
子
高
齢
化
の
中
、
当
町

の
人
口
は
10
月
１
日
現
在

で
２
，
９
６
４
名
で
あ
り
、
昨
年

同
時
期
よ
り
86
名
の
減
と
歯
止
め

が
効
か
な
い
厳
し
い
現
状
で
あ

り
、
町
は
若
者
へ
の
移
住
・
定
住

を
促
進
し
、
人
口
流
出
に
歯
止
め

を
か
け
た
い
と
取
り
組
ま
れ
て
い

る
が
、
そ
の
後
の
経
過
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
相
談
窓
口
の
オ

ン
ラ
イ
ン
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
を
進
め
、
首
都
圏
等
で
の
移

住
相
談
会
も
継
続
し
て
い
く
。

　

現
在
の
住
宅
改
修
補
助
金
等
の

支
援
に
加
え
、
子
育
て
支
援
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
な

ど
を
充
実
さ
せ
る
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
に
は
、
職
業
体
験
な
ど
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
等
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
住
み
続
け
た
い
と
い
う

気
持
ち
を
育
て
て
い
く
。

Q
現
在
ま
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
移
住
の
相
談
件
数

と
首
都
圏
フ
ェ
ア
の
相
談
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
移
住
相

談
の
件
数
は
１
名
で
あ
り
、
ウ
ェ

ブ
面
談
で
の
相
談
も
行
っ
た
。
福

島
く
ら
し
＆
し
ご
と
フ
ェ
ア
２
０

２
３
で
は
７
名
の
相
談
者
が
お

り
、
就
農
、
就
業
希
望
者
や
歴
史

等
に
興
味
の
あ
る
学
生
、
定
年
後

の
定
住
希
望
者
な
ど
で
あ
っ
た
。

柳
津
町
は
実
家
が
近
い
、
雰
囲
気

が
大
変
い
い
と
い
う
方
々
か
ら
の

相
談
だ
っ
た
。

Q
町
の
将
来
を
担
う
中
学
生

に
実
施
さ
れ
た
学
校
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
「
大
人
に
な
っ

て
も
住
み
続
け
た
い
と
思
い
ま
す

か
」
と
い
う
問
い
に
約
半
数
強
の

学
生
が
「
住
み
続
け
た
い
と
思
わ

な
い
」、「
あ
ま
り
思
わ
な
い
」
と

い
う
非
常
に
残
念
な
回
答
が
出
さ

れ
た
。
こ
れ
を
参
考
と
す
れ
ば
、

お
店
が
あ
り
、
仕
事
の
選
択
肢
や

交
通
の
便
な
ど
を
求
め
て
お
り
、

都
市
部
に
思
い
を
寄
せ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
町
長
と
し
て
、
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

A
（
町
長
）
ど
う
い
う
施
策

を
打
て
ば
、
Ｕ
タ
ー
ン
に

つ
な
が
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
感
じ
た
。

Q
今
年
は
猛
暑
の
影
響
や
一

部
で
は
水
不
足
等
に
よ
る

高
温
障
害
で
、
大
き
な
打
撃
を
受

け
収
入
減
に
つ
な
が
っ
た
。
町
の

現
状
や
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
必
要
な
時
期
に

用
水
量
が
確
保
で
き
ず
、

一
等
米
比
率
は
例
年
の
８
割
程
度

で
一
部
で
は
減
収
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
会
津
地
域
の
米
作
況
指
数

が
や
や
良
で
米
価
も
増
額
と
な

り
、
大
き
な
減
収
に
至
ら
な
か
っ

た
。
他
の
農
作
物
、
特
に
ソ
バ
は

背
が
低
い
ま
ま
開
花
し
実
が
つ
か

ず
、
収
量
が
少
な
か
っ
た
。
支
援

策
等
は
、
国
や
近
隣
町
村
の
動
向

を
注
視
し
て
対
応
し
て
い
く
。

Q
収
入
保
険
制
度
を
国
等
で

進
め
て
い
る
が
、
当
町
で

は
加
入
者
が
少
な
い
の
で
は
な
い

か
。A

（
地
域
振
興
課
長
）
数
件

と
記
憶
し
て
い
る
。

Q
降
水
量
が
少
な
い
中
、
揚

水
ポ
ン
プ
を
使
う
地
区
で

は
電
気
料
が
高
騰
し
、
農
業
経
営

に
影
響
し
て
い
る
。
町
補
助
に
よ

っ
て
支
払
え
ば
済
む
よ
う
な
問
題

で
は
な
い
た
め
、
電
力
会
社
等
に

何
ら
か
の
協
議
を
し
て
い
る
の
か

を
伺
う
。

A
（
町
長
）
東
北
電
力
若
松

支
社
の
方
と
会
い
、
特
別

な
事
情
に
で
き
な
い
か
と
相
談
し

た
が
、
残
念
だ
が
希
望
に
お
応
え

し
か
ね
る
と
い
う
返
事
を
い
た
だ

い
た
。

Q
町
は
各
農
業
分
野
に
対
し

て
支
援
を
行
い
、
生
産
者

も
応
え
る
よ
う
に
日
々
努
力
さ
れ

て
結
果
を
出
し
て
い
る
。
今
後
も

花
卉
、
野
菜
生
産
等
に
対
す
る
事

業
支
援
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
く

の
か
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
様
々

な
事
業
支
援
、
補
助
金
等

を
町
単
独
で
も
行
っ
て
い
る
が
、

移
住
、
定
住
も
含
め
た
も
の
も
視

野
に
入
れ
、
今
後
も
支
援
は
継
続

し
て
い
く
。

Q
高
温
障
害
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
た
め
、
国
や
近
隣

市
町
村
の
動
向
を
伺
う
の
で
は
な

く
、
い
ち
早
く
対
応
を
し
て
ほ
し

い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
財
源

の
確
保
を
含
め
、
前
向
き

に
考
え
て
い
く
。

一 般 質 問

10番　田﨑信二議員
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理
、
修
繕
等
が
当
面
の
課
題
で
あ

る
。
と
り
わ
け
住
居
に
関
し
て
、

ど
の
よ
う
な
意
向
か
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
各
団
地
の

老
朽
化
が
進
ん
で
、
毎
年

修
繕
が
発
生
し
て
い
る
。
公
営
住

宅
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
に
着
手

し
て
い
る
。

Q
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
で
は
、
40
年
で
大
規
模

改
修
、
60
年
で
建
て
替
え
と
い
う

大
前
提
が
あ
る
と
思
う
が
大
平
団

地
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
今
現
在
は
、

長
寿
命
化
と
い
う
こ
と
で

外
壁
の
改
修
等
を
行
う
。
そ
の
先

を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
部
分

は
、
今
の
と
こ
ろ
計
画
が
な
い
。

今
後
定
め
て
い
く
。

Q
若
い
世
代
、
今
後
家
族
を

持
っ
て
い
く
世
代
に
対
し

て
、
所
得
制
限
の
な
い
住
ま
い
の

有
無
が
肝
要
で
は
な
い
か
。

A
（
建
設
課
長
）
現
時
点
で

の
計
画
は
な
い
。

Q
町
長
の
二
期
目
の
公
約
に

入
っ
て
い
る
空
き
家
の
利

活
用
、
町
有
地
を
優
先
に
し
た
宅

Q
広
報
関
連
に
つ
い
て
、
行

政
に
対
す
る
関
心
や
理
解

向
上
の
更
な
る
取
り
組
み
を
期
待

す
る
が
、
次
年
度
以
降
考
え
て
い

る
具
体
策
は
あ
る
か
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
現

在
活
用
し
て
い
る
広
報

紙
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
公
式
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
等
ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
詳

細
な
行
政
運
営
に
対
す
る
情
報
を

発
信
し
て
い
く
。

Q
町
民
が
欲
す
る
情
報
で
、

例
え
ば
、
鳥
獣
被
害
や
除

雪
の
位
置
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
知
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
便
利
だ

と
思
う
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ア
プ
リ
等

で
発
信
で
き
な
い
か
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
今

年
度
、
鳥
獣
被
害
に
つ
い

て
は
一
度
載
せ
た
こ
と
が
あ
る
。

来
年
度
も
積
極
的
な
活
用
を
図
っ

て
参
り
た
い
。
除
雪
の
位
置
情
報

は
、
担
当
課
と
協
議
を
し
な
が
ら

前
向
き
に
進
め
て
い
く
。

Q
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
広
報
活

動
が
主
流
で
あ
る
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
町
政
、
町
の
取
り
組

み
や
行
事
を
紹
介
す
る
こ
と
が
見

受
け
ら
れ
な
い
。
今
後
、
実
施
す

る
お
考
え
は
な
い
か
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
現

在
の
と
こ
ろ
で
は
、
予
定

は
な
い
。

Q
広
聴
事
業
は
複
雑
化
す
る

町
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と

し
て
、
町
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
習
慣
化
さ
れ
、
個
人
や

部
署
に
依
存
し
な
い
仕
組
み
が
望

ま
し
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
担

当
課
に
偏
ら
ず
、
町
民
参

加
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

意
見
聴
取
だ
け
で
な
く
、
町
民
全

体
の
意
見
を
吸
い
上
げ
ら
れ
る
場

を
作
っ
て
い
く
。

Q
以
前
話
を
出
し
た
職
員
の

地
区
担
当
制
に
つ
い
て
改

め
て
見
解
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
課
題
も
課
題
の

解
決
方
法
も
地
区
に
行
か

な
い
と
取
れ
な
い
と
考
え
て
お

り
、
地
区
と
接
す
る
機
会
を
い
か

に
多
く
長
く
す
る
か
、
地
域
に
入

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。Q

築
30
年
以
上
の
公
共
施
設

が
50
％
を
超
え
、
維
持
管

〇広報広聴の推進について

〇住環境の整備について

地
分
譲
と
い
う
２
本
柱
の
み
で
、

今
後
の
住
居
政
策
を
担
っ
て
い
く

の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
こ
の
２
つ
に
限

定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

マ
ン
シ
ョ
ン
も
ア
パ
ー
ト
も
、
開

発
す
る
不
動
産
業
者
も
い
な
い
地

域
。
状
況
を
見
極
め
た
上
で
計
画

を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
考
え
て
い
く
。

Q
宅
地
分
譲
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
感
や
事
業
規
模
、
現
段

階
で
の
進
捗
を
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ
の

意
見
を
参
考
に
町
有
地
で
の
調
査

を
進
め
て
い
る
。

Q
可
能
性
と
し
て
全
部
が
適

合
し
な
い
こ
と
は
あ
り
得

る
。
プ
ラ
ン
Ｂ
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
な
い
こ
と
が
問
題
と
思
う
が
い

か
が
か
。

A
（
町
長
）
私
の
中
で
は
あ

る
が
、
全
体
の
プ
ラ
ン
Ｂ

に
な
り
得
る
か
は
定
か
で
は
な

い
。
急
が
れ
る
課
題
で
、
ま
た
ゼ

ロ
か
ら
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
考
え
て
進
め
て
い
く
。

６番　松村　亮議員



一 般 質 問
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〇上水道及び下水道の充実ついて

Q
上
下
水
道
事
業
が
令
和
６

年
度
よ
り
、
公
営
企
業
会

計
へ
移
行
す
る
こ
と
が
決
定
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
運
営

の
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ
る

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
令
和
６
年
度
よ

り
、
今
ま
で
の
単
式
簿
記

か
ら
複
式
簿
記
に
変
更
さ
れ
る

が
、
そ
れ
に
よ
り
料
金
改
定
を
含

め
た
経
営
の
健
全
化
、
施
設
投
資

の
試
算
な
ど
を
各
種
計
画
に
反
映

さ
せ
、
よ
り
効
率
的
な
経
営
に
努

め
て
参
り
た
い
。

Q
簡
易
水
道
未
普
及
地
区

は
、
い
く
つ
の
地
区
が
あ

る
の
か
。

A
（
町
民
課
長
）
現
在
10
地

区
、
１
１
１
名
、
59
世
帯

と
な
っ
て
い
る
。

Q
簡
易
水
道
未
普
及
地
区
の

水
質
検
査
は
行
わ
れ
て
い

る
か
。
ま
た
漏
水
な
ど
の
事
故
時

の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
民
課
長
）
水
質
検
査

は
町
で
は
実
施
し
て
い
な

い
。
ま
た
、
水
不
足
な
ど
へ
の
対

応
は
、
地
区
か
ら
の
依
頼
に
よ
り

対
応
す
る
。
修
繕
等
に
つ
い
て
は

改
修
補
助
金
制
度
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
を
活
用
し
て
地
区
で
の
修
繕

を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q
誰
も
が
安
全
安
心
な
飲
料

水
を
求
め
て
い
る
の
で
、

水
質
検
査
は
町
で
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

A
（
町
民
課
長
）
今
後
、
課

内
に
お
い
て
協
議
し
て
い

き
た
い
。

Q
町
国
土
強
靱
化
計
画
に
よ

る
と
麻
生
給
水
区
の
柳
津

給
水
区
へ
の
統
合
が
あ
る
が
、
現

在
の
進
捗
状
況
、
今
後
の
見
通
し

を
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
渇
水
対
策

と
し
て
10
年
程
度
で
計
画

し
て
お
り
、
必
要
な
改
修
や
工
事

を
行
っ
て
い
く
。
先
に
大
成
沢
・

胄
中
地
区
取
水
導
水
施
設
を
整
備

し
た
あ
と
、
柳
津
給
水
区
へ
の
浄

水
施
設
の
設
備
、
麻
生
地
区
給
水

へ
の
連
絡
管
の
整
備
と
い
う
順
番

で
、
県
へ
認
可
を
出
し
て
い
る
。

今
現
在
、
麻
生
地
区
の
進
捗
は
ゼ

ロ
％
で
あ
る
。

Q
町
振
興
計
画
に
よ
れ
ば
、

水
洗
化
率
を
令
和
７
年
度

ま
で
に
65
％
に
す
る
と
の
目
標
が

あ
る
が
達
成
で
き
る
か
。

A
（
建
設
課
長
）
下
水
道
事

業
な
ど
へ
の
加
入
を
促
す

な
ど
で
、
令
和
７
年
度
ま
で
の
達

成
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

Q
合
併
浄
化
槽
の
普
及
率
は

低
い
が
、
こ
れ
を
高
め
る

た
め
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
補

助
率
を
上
げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

A
（
建
設
課
長
）
現
在
補
助

率
を
上
げ
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
資
材
高
騰
な
ど
の

社
会
情
勢
の
変
化
も
見
据
え
て
対

応
し
た
い
。

Q
下
水
道
事
業
と
農
業
集
落

排
水
事
業
な
ど
で
は
料
金

体
系
が
違
っ
て
い
る
が
、
統
一
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

A
（
建
設
課
長
）
公
営
企
業

会
計
に
お
い
て
、
独
立
採

算
と
い
う
の
は
、
基
本
原
則
で
あ

る
の
で
、
料
金
改
定
を
含
め
た
経

営
戦
略
の
見
直
し
を
今
後
、
実
施

し
て
参
り
た
い
。

５番　岩渕清幸議員



「令和５年　赤べこ議会」　を開催
令和５年第４回定例会は「赤べこ議会」として開催しました。「赤べこ伝説発祥の地」をＰＲす
るため、出席者全員が真っ赤な赤べこの法被を着用して議会に臨みました。

令和５年度　定期監査
１０月２４日から１１月１日までのうち６日間、定期監査
を実施しました。
監査委員は資料等により適正に事務処理がされているか、
また条例規則等を準拠し、効率的な執行を行っているかを確
認しました。
最終日には工事・修繕箇所等の現地調査を行いました。

日産自動車との連携協定に
関する意見書を提出

町民と議会との懇談会
（寺家町地区）

１２月８日、町で進めている日産自動車と
の連携協定に関して議会からの意見書を町長
に提出しました。
町に対し、今
後、再検討、協
議等を進めてい
くよう求めたも
のであります。

広聴活動の一環として、議会では、町民や
町民団体等との意見交換の場を設けています。
１月２４日、寺家町地区からの要望により

総務文教常任委
員会の議員５名
が訪問し、懇談
会を開催しまし
た。

10

活 動 報 告

議会録画映像のお知らせ議会録画映像のお知らせ
一般質問の映像を、町のホームページから視聴することができます。

町公式ホームページ 町議会 議会録画映像

スマホやタブレット端末からも、見ることができます！
（右のＱＲコードをご利用ください）



議案審議（臨時会）

11

議会モニターになってみませんか？議会モニターになってみませんか？
町議会では、議会の運営等に関し町民の皆様からのご意見を伺い、今後の議会運営に

反映させるため「議会モニター制度」を実施しております。
令和6年度における議会モニターの募集を下記のとおり行いますので、関心のある方

は、この機会にぜひご応募ください。

【　資　　格　】　①満１８歳以上の町民の方（町役場職員を除く）
　　　　　　　　②町議会の仕組みや運営に関心のある方
　　　　　　　　③町政及び地域社会の発展に関心がある方

【　任　　期　】　令和６年４月１日～令和７年３月３１日（１年間）

【　応募期間　】　令和６年２月２８日（水）から３月１５日（金）まで
　　　　　　　　（郵送の場合は当日消印有効）

【　申込方法　】　�申込用紙に必要事項を記入し、議会事務局まで持参、郵送、ＦＡＸ、メー
ルのいずれかの方法でお申し込みください。
なお、申込用紙は議会事務局まで来ていただくか、町のホームページ
よりダウンロードしてください。

【お問い合わせ】　町議会事務局　電話42-2390
　※町のホームページにも掲載しておりますのでご覧ください。

第１回臨時会審議議案

令和６年第１回臨時会が、１月１９日に行われました。
今回の臨時会では、条例改正、補正予算、工事請負契約の変更の３議案を審議し、原案どお
り決定しました。

柳津町手数料条例の一部を改正する条例
　令和６年３月１日より戸籍法の一部を改正する法律が施行され、本籍地以外の市区町村で戸籍簿関

係の広域交付ができるようになる。併せて、他行政機関へ手続きする際に添付する戸籍謄本等に代わる
電子証明書に係る識別符号の発行手数料の追加と、電子化された届書等に関する証明書発行、閲覧可能
とする一部改正する条例を可決。

令和５年度柳津町一般会計補正予算

工事請負契約の変更

町民センターのボイラー用煙突が老朽化により破損し、改修工事が必要となったため、歳出予算を組
み替える補正予算（増減なしの45億3,695万2千円）を可決。
・衛生設備改修工事　４，３３３千円

会津柳津駅駅舎改修工事において、内容の追加・変更等が生じたことにより、契約金額を１８，３２
６千円増額し、１１２，０４６千円とする工事請負契約の変更を可決。
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【
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集
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行
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郡
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字

柳
津

字
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平
乙
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柳

津
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a.jp

や
な

い
づ

議
会

だ
よ

り

−− 議 会 の 動 き 議 会 の 動 き（令和５年第４回定例会以降）  −−
 ９月17日 柳津地区敬老会（会津柳津学園中学校体育館）
 ９月18日 西山地区敬老会（西山小学校体育館）
 ９月26日～28日 奥会津五町村議会議長連絡協議会県外行政視察（秋田県～青森県方面・議長）
 10月１日 第70回東京柳津会例会（東京都・議長）
 10月６日 町自治功労者表彰審査委員会（議長、副議長、総務文教常任委員長）
 10月12日 中学生議会（議場）
 10月20日 全員協議会
 10月22日 町消防団秋季検閲式（運動公園グラウンド）
 10月23日 町村議会議員研修会（郡山市）
 10月24日～25日 産業厚生常任委員会行政視察（埼玉県～東京都方面）
 11月２日 奥会津五町村議会議長連絡協議会臨時会（只見町・議長）
 11月３日 町自治功労者表彰式
 11月９日 第35回ふくしま駅伝大会柳津チーム選手壮行会（ふれあい館）
 11月14日～15日 総務文教常任委員会行政視察 （埼玉県～栃木県方面）
 11月20日 全員協議会
 11月28日 第34回議員大会決議事項中央要望（東京都・議長）
 11月29日 第67回町村議会議長全国大会 （東京都・議長）
  議会運営委員会

　
当
町
の
観
光
産
業
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
こ
こ
数
年
低
迷
の
時

期
が
続
き
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
、

徐
々
に
、交
流
人
口
、観
光
客
と
も
、

少
し
ず
つ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
も
全
線
開
通

し
、
奥
会
津
を
巡
る
観
光
客
、
鉄
道

フ
ァ
ン
等
の
利
用
客
も
増
え
て
い
る

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
新
た
に

「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
が

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
町
中
心
部

の
景
観
を
整
え
る
た
め
「
老
朽
化
し

た
危
険
家
屋
の
撤
去
」「
空
き
家
、

空
き
店
舗
の
利
活
用
」「
無
電
柱
化
」

「
主
要
道
の
整
備
」「
圓
藏
寺
を
中
心

と
し
た
門
前
町
の
維
持
向
上
」
等
を

計
画
的
に
行
う
事
業
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
、
町
の

歴
史
・
文
化
に
目
を
向
け
、
皆
さ
ん

一
緒
に
参
加
し
、
海
外
・
全
国
に
誇

れ
る
、
美
し
い
景
観
の
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

（
伊
藤 

純
）

ちょっと
一言広

報
常
任
委
員
会

委
員
長
　
新
井
田
　
順
　
一

副
委
員
長
　
松
　
村
　
　
　
亮

委
　
　
員
　
岩
　
渕
　
清
　
幸

田
　
﨑
　
信
　
二

令和６年　第１回定例会
３月１日(金)～３月１２日(火)
 《３月１日　午前１０時開会》
・初日は「一般質問」を行います。
・アルコール消毒、マスク着用のご協
力をお願いします。

・ゆきげ館とふれあい館ではテレビ傍
聴できます。

次回定例会のお知らせ

①　政治家の寄附の禁止
②　政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止
③　政治家の関係団体の寄附の禁止
④　後援団体の寄附の禁止
⑤　年賀状等のあいさつ状の禁止
⑥　あいさつを目的とする
　　有料広告の禁止

政治家の寄附行為は禁止、
有権者が求めることも禁止されています
寄附禁止のルールを守りましょう！

贈らない！

求めない! 受け
取らない!


